
様式第１号（第１０条関係） 

 

2024年度業務実績報告書 

提出日 2024年 12月 20日 

 

１．職名・氏名 准教授 松下元則     

 

２．学位 修士、専門分野 総合政策、授与機関 中央大学、授与年 2000年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

経営学総論Ⅰ（2単位）、配当年次：1年 

②内容・ねらい 

内  容：経営学の基本的な知識の解説。 

ねらい：受講生が①経営学とはどのような学問かをイメージできるようになり、②経営学の

専門用語を使って書かれたものを読めるようになること。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

対面講義を補うために、Google Classroomを使用した。毎回、Google Classroomを用いて、

講義資料（PDF）と講義動画（予習・復習用）の配布・配信、小テストを実施した。期末レポ

ートに県内企業のケース論文を使用することで、受講生が県内企業について理解を深める「き

っかけづくり」をした。その際、東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリーから各自でケー

ス論文をダウンロードさせることで、図書館で契約しているオンライン・データベースを受講

生が使用する「きっかけづくり」をした。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 国際経営論（2単位）、配当年次：3年 

②内容・ねらい 

内  容：国際経営論のケース論文の講読。 

ねらい：受講生が①国境をこえた企業活動の実態をイメージできるようになることと、②国

際経営論の専門用語を使って書かれたものを読めるようになること。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

毎回、受講生は、ケース論文を要約したレジュメを提出したうえで（Google Classroom使用）、

ケース論文を用いてグループ・デイスカッションを行った（Zoom使用）。国際経営論の基礎知

識の習得に加えて、読解力と文章力、議論する力の向上をはかった。また、東洋経済デジタル

コンテンツ・ライブラリーから各自でケース論文をダウンロードさせることで、図書館で契約

しているオンライン・データベースを受講生が使用する「きっかけづくり」をした。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 基礎ゼミ（2単位）、配当年次：2年 

②内容・ねらい 

内  容：経営戦略論の入門書の講読。 

ねらい：受講生が経営戦略論の入門書を読めるようになること。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

受講生は、教科書の内容を要約したレジュメを提出したうえで、教科書の内容に関連のある

トピックスについてグループ・デイスカッションを行った。経営戦略論の基礎知識の習得に加

えて、読解力と文章力、議論する力の向上をはかった。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

外書講読Ⅰ（2単位）、配当年次：2年 

②内容・ねらい 

内 容：英語で書かれた経営戦略論の論文の講読。 

ねらい：受講生が①英語の文章に慣れることと、②論文を 1 本、最初から最後まで読む体験



をすること、③著者の主張を要約できるようになること。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

理論というレンズを通して経営現象を理解することの面白さを実感できる内容で、受講生が

比較的読みやすい論文を選んだ。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 演習Ⅰ（4単位）、配当年次：3年 

②内容・ねらい 

 内 容：経営学のケース論文と最新の学術論文の輪読。  

 ねらい：経営学の専門知識を使って企業の行動を理解できるようになることと、最新の学術

論文を読めるようになること。     

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 受講生は、論文を要約したレジュメを提出したうえで、論文に基づく議論を行った。経営学

の専門知識の習得に加えて、読解力と文章力、議論する力の向上をはかった。また、東洋経済

デジタルコンテンツ・ライブラリーから各自でケース論文をダウンロードさせることで、図書

館で契約しているオンライン・データベースを受講生が使用する「きっかけづくり」をした。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

演習Ⅱ（4単位）、配当年次：4年 

②内容・ねらい 

内 容：受講生全員（8 名）が卒業論文を執筆し、演習Ⅰ・Ⅱ合同の卒論発表会で口頭発表

と質疑応答を行った。  

ねらい：経営学の専門知識を使って、身の回りの企業の行動を分析できるようになること。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 適宜、Zoomと Google Classroomを併用しながら、受講生一人ひとりの興味・関心と進捗状

況にあわせて、卒業論文の個別指導を行った。卒業論文集を作成して、演習Ⅰ・Ⅱの受講生全

員に配布した。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

現代経営学（2単位）、配当年次：大学院 

②内容・ねらい 

内 容：経営戦略論の入門書の輪読。 

ねらい：受講生が経営戦略論の入門書を読めるようになること。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

受講生は、教科書の内容を要約したレジュメを Google Classroom で提出したうえで、教科

書の内容に基づく議論を Zoom で行った。経営戦略論の基礎知識の習得に加えて、読解力と文

章力、議論する力の向上をはかった。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

経営学総論Ⅱ（2単位）、配当年次：1年 

②内容・ねらい 

講義を１コマ（10月 4日）、担当した（分担）。  

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

永平寺キャンパス周辺で観察される経営現象と県内企業を題材にして、経営学の基本的な専

門用語とその使い方（＝経営現象の考え方）を解説した。 

(2)その他の教育活動 

内容 

 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

【本】 

②学術論文（査読あり） 

松下元則「コロナ禍による「食による地域おこしイベント」の変化：函館西部地区バル街の事

例研究」『日本フードサービス学会年報』28, pp.22-37, 2024年 9月 

【1本】 

③その他論文（査読なし） 

松下元則「COVID-19流行後の函館西部地区バル街の一時的な変化と継続的な変化」『日本観光

研究学会全国大会学術論文集』39, pp.232-237, 2024年 12月 

【1本】 

④学会発表等 

松下元則「函館西部地区バル街の誕生・成長・成熟：2004～2023」経営史学会第 60 回全国大

会, 2024年 10月 

松下元則「COVID-19 流行後の函館西部地区バル街の一時的な変化と継続的な変化」第 39 回

日本観光研究学会全国大会, 2024年 12月. 

【2件】 

⑤その他の公表実績 

【本】 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

(4)学会活動等 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

⑥公開講座等 

・短期ビジネス講座 2024、企画コーディネーター 

日時：11月 2、9、30日、12月 7日、13:00～16:10 

・福井県立武生高等学校「学部学科探求講座」講師 

日時：7月 10日、13:50～15:10 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

【法令に基づく委員会等】 

 

【経済学部内各種委員】 

・短期ビジネス講座企画コーディネーター 

・経済経営研究編集委員会委員 

・1年生相談担当教員 

 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 


